




















































A Study on the Possibility of and the Future Orientation of a ‘Special Olympics’ :
A presentation of the events of a ‘Special Olympics’
of the“2014 National Games”held in Fukuoka
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礎知識や，自閉症を伴う知的障害者について等，障害に
ついて学び続けることはアスリートと関わる際の必須条
件である。知的なハンディを抱えるアスリートへのスポ
ーツの技術指導には，障害への理解が不可欠だからであ
る。スペシャルオリンピックスである限り，知的障害に
対する専門性は活動の根幹であり続ける。技術指導のみ
ならず，ひとりひとりのアスリートの障害特性にも大い
に関心を持つ専門性の高いコーチやスタッフの存在は，
共に活動に参加しているファミリーに大きな安心感をも
たらす。現状では，アスリートへの技術指導の際に，
個々の障害特性に合った指導方法を取ることのできるコ
ーチは少ない。本大会運営においても，急な予定変更を
苦手とする自閉症を伴う知的障害児に，競技開始直前に
口頭だけで変更を伝えたという報告もあり，アスリート
の認知特性に対する配慮の徹底は，必要不可欠な課題で
あると思われる。
今後の課題③ 障害が重い方々の参加
今回のような世界大会の予選を兼ねたナショナル大会
（国内大会）があると，ボランティアの姿勢そのものが，
大会で優れた成績を出すことに力点を置いていると誤解
を招いたり，特に外部の人からは元々運動能力に優れて
いる一部の障害児へのトレーニング機関と誤解されるこ
とがある。その原因として，わが国における知的障害児
者への理解が十分に進んでいないことと，スポーツ競技
に対する関心の持ち方が伝統的な勝利至上主義にあるた
めと考えられる（木谷，1997）。また，武藏・水内（2009）
によれば，知的障害者で休日に保護者以外で一緒に過ご
す人が「いない」が，全体の半数をこえ，地域での人間
関係及び生活範囲が限られ，保護者に依存している者が
多い現状が示された。障害が重ければなおさらである。
彼らにこそ，卒業後，地域で活動できる場が必要であ
る。スペシャルオリンピックスはその受け皿になりうる
可能性を持つ。例えば，卓球においては障害の程度に合
わせて，ラリーを必要としない個人競技種目が存在して
いる。その他の競技もアスリートの重症度に合わせて参
加できる種目を用意している。スペシャルオリンピック
スでは全てのアスリートが主役になれるのである。しか
し，個人競技の存在はあまり知られておらず，参加を躊
躇されてしまわれる重度の子どもの保護者もいると聞
く。
成人知的障害者のライフステージに応じた生活支援と
してスペシャルオリンピックスの存在は大きい。微力な
がらこれからも末永く応援し続けていこうと思う。と共
に，次の時代を支える若い世代を育てていくことにも今
以上に尽力していこうと願う。
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